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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

多細胞生物の形態形成はこれを構成している

細胞の振舞いによってなされる。細胞の振舞い

を数理的に記述する方法があれば、数理により

形態形成を理解することができる。 

 組織を構成する細胞を多面体と考えて、すべ

ての多面体の頂点の動きを記述する運動方程

式をつくった。これにより細胞の振る舞いが数

理的に表せる。この運動方程式を数値計算で解

くには膨大な計算が必要だが、これをなすこと

によりこれまでにないアプローチで形態形成

を研究することができる。 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

物理学で Vertex dynamics とよばれる微分方程式

を多細胞系に応用した。この運動方程式の解を得

るプログラムを Fortran 言語でつくり、ricc シ

ステムのバッチジョブによって計算する。 

３． 結果 

今年度は既成のプログラムを ricc システムで使

えるかチェックを 2009 年 12 月末から始め、現在

使用可能であることを確認し、使用手順を確立し

た。 

４． まとめ 

ricc システムが本課題の研究に使用可能である

ことを確認した。 

５． 今後の計画・展望 

プログラムを改変し、上皮細胞シートの形態形成

（上皮陥入）のシミュレーションを行う。 

６． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利用

した状況（どの程度研究が進んだか、研究におい

てどこまで計算出来て、何が出来ていないか）や、

継続して利用する際に行う具体的な内容 

ricc システムが使用可能なことを確認した。こ

れを使って上皮細胞シートの形態形成の研究を

行う。 

７． 利用研究成果が無かった場合の理由 

12 月からの ricc システム使用であった。具体的

に計算できることの確認をして今年度は終了し

た。



 


